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敷地から出てきた 自転車の小5はねられ死亡

町道、軽ワゴン車と衝突

２０１６年５月２４日（火）１０時２４分

２３日午後３時ごろ、福島県の町道で、小５年の男児（１０）の自転車と、会社員の男性（２０）の軽ワゴン車

が衝突した。男児は頭などを強く打ち、病院に運ばれたが約１時間３０分後に死亡した。警察によると、男児

の自転車が祖父母方の敷地から町道に出たところ、右から直進してきた軽ワゴン車と出合い頭に衝突したと

みられる。軽ワゴン車の男性は仕事中だった。

事故を起こしてから、後悔してどうする？

「なれた道・なれた仕事」 に注意

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バック時は、一度の確認だけでなく、もう一度確認しましょう

バックは、『カメが歩くスピードの気持ちで 』

車間距離を十分に 追突を未然に防止

●一時停止 ⇒ 二度停止

●前車発進 ⇒ ２秒後に発進

子供・高齢者は、動く赤信号

守ろう 子供と高齢者

土・日・祭日は、部活の小・中・高校生の自転車に注意しましょう

酒気帯び運転容疑 市職員逮捕

２０１６年５月２２日（日）７時２８分

道交法違反の疑いで市職員の男（２７）を現行犯逮捕した。逮捕容疑は２１日午前５時ごろ、静岡県の国道で

乗用車を酒気帯び運転した疑い。警察によると、大型トラックに衝突する事故を起こし、発覚した。市人事

課は「事実関係を精査の上、厳正に対処する」とのコメントを発表した。

酒気帯び運転 信頼を失墜 自覚を再度徹底、再発防止策

消防士が酒気帯び運転で脱輪事故

２０１６年５月２５日（水）１０時３３分

佐賀県の広域市町村圏組合消防本部は２４日、消防署の男性消防士（２０）が、酒気帯び運転で脱輪事故を起

こしたと発表した。消防士は２４日午前３時ごろ、佐賀県の市道で自家用車を脱輪させた。駆け付けた警察署

員から呼気検査を受け、基準値以上のアルコールが検出された。消防士は非番だった２３日午後７時ごろから

、同級生３人と飲食店数軒でビールや焼酎などを飲んだ。翌２４日午前２時半ごろ、友人を連れてタクシーでい

ったん帰宅した後、自家用車で友人を送る途中に事故を起こしたという。同本部は「信頼を失墜させ申し訳

ない。公務員としての自覚を再度徹底し、警察とも協力しながら再発防止策を講じたい」とコメントした。

住宅街 乗用車が歩行者をはね３人けが

２０１６年５月２４日（火）１７時３分

２４日午後３時半ごろ、東京都の住宅街で乗用車が歩行者をはね、マンションのフェンスに衝突する事故

がありました。この事故で乗用車を運転していた７０代の男性と歩行者の６０代の女性、７０代の男性の合

わせて３人がけがをしました。

信号交差点 ワゴン車と衝突、自転車の女性死亡

◇相手は・・・止まらないかも知れません・・・徐行しましょう◇

２０１５年 ５月２４日（火）２３時２０分

２４日午前９時ごろ、滋賀県の信号のある交差点で、電気工事業の男性（７０）のワゴン車と、女性（８

８）の自転車が衝突した。自転車の女性は頭を強く打ち約４時間後に死亡した。

前方不注意 追突したトラックの運転手・・・「脇見した」

トラックが、渋滞最後尾のトラックに追突 5台玉突き、6人けが

◇車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中しましょう◇

２０１６年５月２５日（水）１１時５５分

東京都の首都高速道路で、トラックやワゴン車など５台が絡む玉突き事故があり、男性６人がけがをしまし

た。２５日午前８時ごろ、東京都の首都高速りで、７トントラックが渋滞の最後尾の２トントラックに追突しま

した。このため、２トントラックが押し出されて前の軽ワゴン車にぶつかるなど、合わせて５台の玉突き事故

になりました。この事故で、男性６人が首や腰などにけがをしました。７トントラックの運転手の男性は「脇

見をしていた」などと話していて、警視庁は前方不注意の可能性があるとみて事故の原因を調べています。


